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一
　
田
中
日
華
筆
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》

　

田
中
日
華
と
い
う
画
家
の
掛
幅
を
紹
介
す
る
。

　

本
作
品
（
図
一
）
は
本
研
究
科
に
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
箱
に
は
「
蜘
蛛
の
曳
舟
」
と

貼
紙
が
な
さ
れ
る
（
以
下
、
本
作
品
名
称
を
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》
と
す
る
）。

　

ま
ず
は
、
概
要
を
確
認
し
て
ゆ
く
。

　

絹
本
著
色
で
あ
る
。「
日
華
」
と
鋭
い
筆
で
書
か
れ
た
款
記
と
、
そ
の
下
に
は

朱
文
方
印
「
日
華
」（
図
二
）
が
捺
さ
れ
る
。
法
量
は
縦
二
十
二
・
五
セ
ン
チ
、
横

三
十
・
四
セ
ン
チ
と
い
う
比
較
的
小
さ
な
横
長
の
画
面
に
薄
く
波
の
藍
を
刷
き
、
そ

の
う
え
を
三
艘
の
笹
舟
が
ゆ
く
。
舟
上
で
細
い
松
の
葉
を
櫓
に
し
て
漕
ぐ
の
は
、
九

匹
の
蜘
蛛
で
あ
る
。

　

向
か
っ
て
右
の
舟
に
は
松
の
葉
が
二
本
、
帆
柱
の
代
わ
り
に
器
用
に
立
て
ら
れ
、

そ
の
松
葉
の
上
端
か
ら
二
匹
の
蜘
蛛
が
糸
を
引
き
、
ち
ょ
う
ど
綱
渡
り
の
よ
う
な
恰

好
で
笹
舟
を
引
っ
張
っ
て
ゆ
く
。
蜘
蛛
は
二
種
類
に
描
き
分
け
ら
れ
、
向
か
っ
て
右

の
舟
に
体
の
丸
い
茶
色
の
蜘
蛛
が
三
匹
（
図
三
）、
真
ん
中
の
舟
に
は
細
長
い
体
を

し
た
黄
色
と
黒
の
ま
だ
ら
の
蜘
蛛
が
三
匹
乗
っ
て
い
る
（
図
四
）。
茶
色
の
蜘
蛛
は

不
明
だ
が
、
こ
ち
ら
の
蜘
蛛
は
女
郎
蜘
蛛
の
よ
う
で
あ
る
。
一
番
左
端
で
は
、
右
の

舟
に
乗
る
蜘
蛛
と
同
種
の
丸
い
蜘
蛛
が
た
っ
た
一
匹
で
足
を
踏
ん
張
る
よ
う
に
し
て

舟
を
漕
ぐ
（
図
五
）。

　

注
目
す
べ
き
は
、
右
の
舟
上
に
立
て
ら
れ
た
松
葉
で
あ
る
（
図
三
）。
上
端
は
濃

墨
で
太
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
線
を
引
く
。
そ
こ
か
ら
下
へ
次
第
に
二
本
に
分
か
れ
て
ゆ

き
、
そ
の
墨
色
は
左
側
が
濃
く
、
右
側
が
薄
い
。
す
な
わ
ち
、
左
側
を
手
前
に
し
て

松
葉
は
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
葉
先
は
い
ず
れ
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
し
た
描
線
で
表
現

さ
れ
る
。
揺
れ
る
水
面
と
吹
く
風
に
対
抗
し
、
絶
妙
な
均
衡
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が

資
料
紹
介

　
　
　
四
条
派
絵
師
“
田
中
日
華
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久
　
野
　
由
香
子 

　

本
論
で
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
研
究
科
に
所
蔵
さ
れ
る
掛
幅
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
筆
者
で
あ
る
田
中
日
華
（
？

－

一
八
四
五
）
に
関
す
る
調
査

事
項
を
報
告
す
る
。
併
せ
て
、
日
華
没
後
に
編
纂
さ
れ
た
画
譜
の
序
文
、
跋
文
の
翻
刻
を
試
み
、
日
華
の
画
業
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
日
華
は
比
較
的
知
名
度
の
低

い
画
家
で
は
あ
る
が
、
本
論
で
の
紹
介
に
よ
っ
て
江
戸
後
期
円
山
・
四
条
派
の
美
術
史
研
究
に
新
た
な
視
点
を
加
え
た
い
。 
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伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

　

ま
た
、
笹
舟
は
諸
所
途
切
れ
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
水
面
の
揺
れ
に
よ
っ
て
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
舟
が
水
を
被
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
波
が
判
明
し
、

画
家
は
そ
の
一
瞬
を
捉
え
て
い
る
。
軽
妙
で
瀟
洒
な
写
生
を
得
意
と
し
た
四
条
派
の

筆
致
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
画
面
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
小
さ
な
画
面
の
う
え
、
極
々
細

い
筆
触
と
淡
彩
で
あ
る
。
遠
目
か
ら
見
る
と
画
題
す
ら
は
っ
き
り
し
な
い
（
図
六
）。

い
っ
た
い
ど
う
い
っ
た
状
況
を
描
い
て
い
る
の
か
。

　
〝
蜘
蛛
た
ち
の
優
雅
な
舟
遊
び
〟
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
淡
い
色
合
い
が
使
わ
れ
た
水

面
は
優
し
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
水
は
蜘
蛛
と
戯
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
画
面
に
近
づ
き
左
端
の

蜘
蛛
の
足
の
力
の
こ
も
っ
た
踏
ん
張
り
（
図
七
）
や
、
真
ん
中
の
舟
上
で
松
葉
の
櫓

を
持
ち
に
く
そ
う
に
す
る
蜘
蛛
の
様
子
（
図
八
）
に
注
目
す
る
と
、
い
ち
ど
き
に
空

気
が
張
り
詰
め
て
ゆ
く
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
次
の
瞬
間
に
も
大
波
が
お
こ
る
か
、

あ
る
い
は
風
が
吹
き
す
ぎ
て
ゆ
く
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
可
能
性
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
渺
渺
と
し
た
水
面
に
対
し
て
、
笹
の
舟
で
は
あ
ま
り
に
も
脆
弱

す
ぎ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　
〝
蜘
蛛
〟
と
い
う
画
題
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
良
い
。
蜘
蛛
の
曳
舟
と
な
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
蜘
蛛
の
擬
人
化
な
ど
と
い
っ
た
稀
有
な
画
題
を
描
い
た
日
華

は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。

二
　
当
時
の
田
中
日
華
〝
評
〟

　

日
華
は
京
都
の
画
家
で
あ
り
、
四
条
派
を
創
っ
た
呉
春
（
一
七
五
二

－

一
八
一
一
）
の
弟
子
、
岡
本
豊
彦
（
一
七
七
三

－

一
八
四
五
）
の
高
弟
で
あ
る
。
没

年
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）。
生
年
は
判
っ
て
い
な
い
。
彼
に
関
す
る
詳
細
な
記

録
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
確
認
で
き
る
作
品
数
も
少
な
い
。日
本
美
術
史
学
に
お
い
て
、

彼
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。唯
一
、

日
華
を
対
象
と
し
た
論
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21　

創

刊
号
』（
醍
醐
書
房
、
一
九
九
一
年
）
に
お
い
て
中
谷
伸
生
氏
が
掲
載
さ
れ
た
資
料

紹
介
論
文
「
田
中
日
華
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》」
で
あ
る
（
図
九
、十
）。

　

日
華
に
つ
い
て
の
研
究
状
況
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
日
華
存
命
当
時
は
ど

う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

日
華
に
つ
い
て
、
ま
ず
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
ば
、
そ
の
名
が『
平
安
人
物
志
』

（
註
一
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『
平
安
人
物
志
』
は
明
和
五
年（
一
七
六
八
）に
始
ま
り
、
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

迄
の
間
に
計
九
度
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
十
年
お
き
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
の

書
の
特
徴
は
、
明
和
五
年
版
『
平
安
人
物
志
』
見
返
し
に
よ
る
と
、

　
　

此
書
は
京
都
の
学
者
方
雅
人
方
の
姓
名
字
号
所
書
俗
稱
等
ま
で
委
し
く
記
す

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
刊
行
当
時
に
「
平
安
」
す
な
わ
ち
〝
京
都
〟
に
住
居

を
お
く
名
の
知
れ
た
文
化
人
た
ち
の
名
前
、
号
、
住
所
な
ど
を
記
し
た
、
い
わ
ゆ
る

住
所
録
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
学
者
、
篆
刻
者
、
書
家
、
画
家
な
ど
の
分
野
ご
と

に
姓
名
が
集
め
ら
れ
、
こ
の
書
物
に
名
が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
種
の
ス

テ
ー
タ
ス
と
な
り
、
そ
の
才
が
広
く
認
め
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

　

日
華
は
三
度
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
年
度
順
に
記
す
と
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

七
月
（
図
十
一
）、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
月
（
図
十
二
）、
天
保
九
年
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（
一
八
三
八
）
五
月
（
図
十
三
）
刊
行
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
を
鑑
み
る
か
ぎ
り
、
当
時
の
日
華
の
評
価
は
す
で
に
高
く
、
著
名
な
画

家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
疑
い
を
得
な
い
。
な
ら
び
に
、〝
刊
行
当
時
に
存
命
で

あ
る
こ
と
〟
と
い
う
掲
載
条
件
か
ら
、
日
華
が
少
な
く
と
も
文
政
五
年
七
月
当
時
に

お
い
て
画
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

当
時
の
日
華
の
高
名
さ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
記
事
を
挙

げ
て
お
く
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
日
華
は
、「
豊
彦
ニ
業
ヲ
受
テ
頻
リ
ニ
研
究
シ
山
水
花
鳥
ヲ
能

ク
シ
頗
ル
世
ニ
称
誉
セ
ラ
」（『
古
今
墨
蹟
鑒
定
便
覧
』
安
政
二
年〈
一
八
五
五
〉）（
註

二
）
れ
た
ら
し
く
、
ま
た
「
畫
ヲ
豊
彦
ニ
学
ヒ
後
一
家
ヲ
成
ス　

求
ル
者
多
」（『
本

朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉）（
註
三
）
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
註
四
）。
ま
た
、『
円
山
四
条
派
落
款
印
譜
』（
聚
精
堂
、
一
九
一
五
年
）
に
は
師
で

あ
る
岡
本
豊
彦
の
欄
の
す
ぐ
隣
に
日
華
の
項
目
が
設
け
ら
れ
た
う
え
、「
同
門
中
最

も
早
く
頭
角
を
露
は
せ
り
」
と
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
（
註
五
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
華
に
対
す
る
評
価
は
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
近
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
円
山
四
条
派
落
款
印
譜
』
の
記
述
が
他
書
か
ら
の

引
用
や
評
価
を
引
き
継
い
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
文

久
二
年
の
『
本
朝
古
今
新
増
書
畫
便
覧
』
刊
行
当
時
、
す
な
わ
ち
日
華
没
後
十
八
年

迄
は
、
日
華
の
存
在
の
大
き
さ
と
、
そ
の
高
評
価
は
続
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で

は
、
何
故
、
現
在
に
お
い
て
日
華
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
言
及
す
る
ま
え
に
、
ま
ず
一
点
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

三
　
日
華
の
住
居

　

日
華
の
〝
号
〟
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
平
安
人
物
志
』
に
お
い
て
、
日
華
の
欄
を
再
度
見
て
み
る
と
、
文
政
五
年
版
と

文
政
十
三
年
版
の
書
に
「
不
明
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
（
図
十
一
～
十
三
）。
す
な

わ
ち
、「
字
伯
暉
号
月
渚
／
不
明

0

0

五
条
南
」（
傍
点
筆
者
）
で
あ
る
。
こ
の
二
文
字
は

い
っ
た
い
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
書
で
は
こ
の
「
不
明
」
と
い
う
文

字
を
ど
の
よ
う
な
意
味
に
捉
え
て
い
る
か
、
確
認
し
て
ゆ
く
。

　

た
と
え
ば
前
掲
の
『
円
山
四
条
派
落
款
印
譜
』
の
記
述
に
は
、

　
　

字
は
伯
暉
、
月
渚
と
號
す
、
又
不
明
、
通
稱
は
辨
二
、

　
　

岡
本
豊
彦
の
門
人
に
し
て
、
京
師
堺
町
四
條
北
に
住
す

と
あ
る
（
註
六
）。
こ
の
書
で
は
、「
不
明
」
は
「
月
渚
」
と
と
も
に
日
華
の
号
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
美
術
史
家
で
あ
る
荒
木
矩
氏
が
編
纂
さ
れ
た
『
大
日
本
書

畫
名
家
大
鑑
』
の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
と
、

　
　

田
中
辨
二
、
字
は
伯
暉
、
別
に
月
渚
ま
た
不
明
の
號
あ
り
、

　
　

京
都
の
人
、
岡
本
豊
彦
門
下
の
巨
擘
に
て
、

　
　

人
物
花
鳥
を
よ
く
し
、
世
に
稱
譽
せ
ら
る
、・
・
・（
註
七
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
後
略
部
分
は
日
華
の
師
弟
関
係
や
当
時
の
評
価
が

続
い
て
ゆ
く
た
め
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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つ
づ
い
て
、『
日
本
書
画
落
款
大
事
典
（
下
）』
に
は
、

　
　
〔
名
〕
弁
二
、〔
字
〕
伯
暉
、〔
通
称
〕
弁
二
、

　
　
〔
号
・
筆
名
〕
不
明
、
日
華
、
月
渚
、
九
峰
堂
（
註
八
）

と
あ
る
の
が
判
る
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
不
明
」
が
日
華
の
〝
号
〟
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

中
谷
伸
生
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、
号
は
「
月
渚
」、
住
所
は
「
五
条
南
」
と
の
み

記
さ
れ
て
お
り
、「
不
明
」
の
二
文
字
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
註
九
）。

　
「
不
明
」
は
日
華
の
号
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
『
平
安
人
物
志
』
の
記
述
を
再
度
確
認
し
て
み
よ
う
。
天
保
九
年
版
で
は
、

日
華
の
住
所
は
「
堺
町
四
条
北
」（
図
十
三
）
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
京
の

条
坊
制
に
よ
り
、
南
北
の
堺
町
通
と
、
東
西
の
四
条
通
の
交
差
す
る
地
点
で
あ
る
。

こ
の
書
き
方
に
従
う
と
、
単
に
「
五
条
南
」
と
の
み
記
す
可
能
性
は
あ
ま
り
考
え
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
「
不
明
」
と
い
う
文
字
は
、「
五
条
」
と
い
う
文
字
の
上
に
あ

る
た
め
、
日
華
の〝
号
〟で
は
な
く
、〝
住
所
〟を
示
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

筆
者
は
そ
う
考
え
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
地
図
「
改
正

京
町
絵
図
細
見
大
成
」（
註
十
）で
五
条
通
と
交
差
す
る
南
北
の
通
を
調
べ
て
ゆ
く
と
、

小
さ
く
「
不
明
門
」
と
あ
る
の
が
見
つ
か
っ
た
（
図
十
四
）。

　

こ
れ
は
通
り
の
名
前
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
不
明
門
」
に
つ
い
て
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
版
『
京
町
鑑　

縦
町
』
を
引
い
て
み
る
と
、

　
　

〇
不あけ
ず
の
も
ん

明
門
通　
　

〇
又
因いな
ば
ど
う
つ
き
ぬ
け

幡
堂
突
抜
通

と
あ
る
（
註
十
一
）。

　

ま
た
、
遡
っ
て
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
版
『
京
羽
二
重
』
を
見
る
と
、「
松
原

通
ゟ
南
へ
七
條
通
ま
で
因
幡
堂
つ
き
ぬ
け
と
を
り
と
も
あ
か
ず
の
も
ん
通
共
云
」（
註

十
二
）こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
正
四
年
版『
京
都
坊
目
誌
』に
は「
元

平
等
寺
の
正
門
南
に
向
ふ
。
之
を
不
明
門
と
呼
ぶ
。
故
を
以
て
松
原
以
南
の
通
街
を

不
明
通
と
云
ふ
」（
註
十
三
）
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、「
不
明
門
通
」
を
略
し
て

「
不
明
通
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
判
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
平
安
人
物
志
』
に
書
か
れ
た
「
不
明
」
と
い
う
文
字
が
「
あ

か
ず
」
或
る
い
は
「
あ
け
ず
」
と
読
み
、
南
北
の
通
名
を
指
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
な
ぜ
「
不
明
」
と
い
う
名
で
あ
る
の
か
。
ふ
た
た
び
『
京
都
坊
目
誌
』

（
註
十
四
）
を
繙
い
て
み
る
と
、「
往
昔
（
因
幡
堂
平
等
寺
の
）
正
門
此
街
に
面
す
。

常
に
鎖
し
て
開
か
ず
。
街
を
開
く
に
當
り
名
と
」（
カ
ッ
コ
内
筆
者
註
）
し
た
よ
う

で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
不
明
」
は
日
華
の
号
で
は
な
く
、
住
所
で
あ
り
、
彼
は
不
明
通
と
五

条
通
の
交
差
す
る
場
所
に
居
を
構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
平
安
人
物
志
』

の
記
述
か
ら
少
な
く
と
も
文
政
十
三
年
迄
は
「
不
明
五
条
南
」
に
住
ん
で
お
り
、
以

降
天
保
九
年
迄
の
間
に
「
堺
町
四
条
北
」
に
転
居
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

晩
年
に
お
け
る
四
条
通
へ
の
転
居
に
は
、
日
華
が
四
条
派
に
属
し
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
（
註
十
五
）。

　

で
は
、
日
華
は
、
京
都
を
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
な
か
で
画
家
活

動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
日
華
の
代
表
的
な

画
業
に
つ
い
て
年
表
的
に
言
及
し
て
ゆ
く
。
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日
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の
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日
華
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）、
残
念
な
が
ら
作
品
概
要
は
不
明
で
あ
る
が
、

河
村
文
鳳（
一
七
七
九

－

一
八
二
一
）が
主
催
し
た
書
画
展
観
へ
出
品
し
て
い
る（
註

十
六
）。

　

さ
ら
に
《
諸
家
京
洛
三
十
六
家
画
帖
》（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
、
京
都
文
化

博
物
館
管
理
）
に
も
日
華
の
作
品
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
図
十
五
）。
こ
の
画
帖
に

は
、
京
狩
野
九
代
目
で
あ
る
狩
野
永
岳
や
、
岡
本
豊
彦
、
岸
駒
な
ど
も
作
品
を
揮
毫

し
て
お
り
、
当
時
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
計
三
十
六
人
の
画
家
が
そ
れ
ぞ
れ
一
図
ず

つ
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
画
帖
の
編
纂
時
期
は
不
明
な
が
ら
も
、
こ
の
な
か
の
一

枚
に
「
文
政
元
年
」
と
の
款
記
の
入
っ
た
作
品
が
あ
り
、
そ
の
た
め
田
中
日
華
が
本

画
帖
に
揮
毫
し
た
の
も
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
頃
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

　

次
に
判
明
す
る
の
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
開
催
さ
れ
た
呉
春
十
四
回
忌

追
薦
書
画
展
観
に
お
い
て
《
月
下
秋
景
図
》
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
註

十
七
）。
作
品
の
詳
細
は
判
っ
て
い
な
い
が
画
題
か
ら
推
し
て
お
そ
ら
く
四
条
派
風

の
作
品
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
東
本
願
寺
の
文
政
度
再
建
の
折
、
小
宸
殿
と
白
書
院
の
杉

戸
絵
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
小
宸
殿
で
は
二
之
間
に
お
い
て
寿
合
わ
せ

に
よ
る
寄
合
天
井
画
の
頭
取
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
註
十
八
）。
東
本
願

寺
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
諸
殿
が
失
火
に
よ
り
烏
有
に
帰
し
、
こ
の
再
建
に

つ
い
て
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
落
成
を
み
て
い
る
た
め
、
日
華
が
杉
戸
絵

を
完
成
さ
せ
た
の
も
、
天
保
六
年
前
後
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
判
明
す
る
の
が
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
画
業
で
あ
る
。
こ
の

年
、
大
口
金
谷
が
画
帖《
爾
雅
釈
草
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）を
編
纂
し
て
い
る
。

本
画
帖
は
「
上
下
二
巻
か
ら
成
」
り
、「
江
戸
後
期
の
京
都
の
画
家
た
ち
六
十
一
名

に
よ
る
草
花
図
の
集
成
」
で
あ
る
（
註
十
九
）。

　

跋
文
に
は
編
纂
の
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
金
谷
は
以
前
に
も
自
ら
写

生
し
た
草
木
を
十
人
ほ
ど
の
画
家
に
描
か
せ
て
《
詩
経
品
物
帖
》
を
編
纂
し
、
そ
れ

を
眺
め
る
の
を
愉
し
み
に
し
て
い
た
も
の
の
、
画
家
の
数
が
十
人
ほ
ど
と
少
な
い
こ

と
に
不
満
を
抱
き
、
そ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
数
の
画
家
に
依
頼
を
し
て
中
国
の
『
爾

雅
』
に
倣
い
《
爾
雅
釈
草
図
》
を
編
纂
し
た
。
よ
り
多
く
の
画
家
に
揮
毫
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
指
す
、
と
い
う
跋
文
の
通
り
、
本
作
品
は
六
十
一
名
と
、《
詩
経
品
物

帖
》
の
お
お
よ
そ
六
倍
も
の
画
家
の
作
品
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
前
述
の
《
諸
家
京
洛
三
十
六
家
画
帖
》
に
も
揮
毫
し
て
い
た
画

家
の
作
品
が
共
通
し
て
多
く
散
見
す
る
こ
と
、
ま
た
、《
諸
家
京
洛
三
十
六
家
画
帖
》

の
編
纂
時
期
を
文
政
元
年
と
す
る
と
、《
爾
雅
釈
草
図
》
の
編
纂
は
二
十
四
年
後
と

い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、《
諸
家
京
洛
三
十
六
家
画
帖
》
に
揮
毫
し
た
画
家
の
弟
子

筋
に
あ
た
る
画
家
や
そ
の
息
子
な
ど
も
多
く
揮
毫
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
点
が
指
摘

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
谷
氏
は
、「
狩
野
派
に
始
ま
り
」、「
円
山
派
お
よ
び
四
条
派

の
写
生
画
家
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
岸
派
の
画
家
が
多
く

選
ば
れ
て
い
る
」
こ
と
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
註
二
十
）。
日
華
は
、

こ
の
画
帖
の
な
か
で
上
巻
二
十
四
図
目
に
当
た
る
「
瓠ふ
り
べ
樓
瓣
」
を
描
く
。

　

以
上
、
第
一
章
で
確
認
し
た
当
時
の
日
華
の
評
価
を
考
え
る
と
あ
ま
り
に
も
少
な

い
。

　

ま
た
、
ほ
か
に
年
記
は
不
明
で
あ
る
が
日
華
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
作

品
が
い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。

　

ま
ず
前
掲
、
中
谷
氏
の
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》（
図
九
、十
）
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で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
人
物
の
顔
貌
表
現
や
馬
の
描
写
は
円
山
風
で
描
か
れ
る
が
、

背
景
の
表
現
な
ど
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
文
人
画
風
の
筆
致
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

つ
づ
い
て
《
雪
月
花
図
》
一
幅
（
図
十
六
）
で
あ
る
。
絹
本
着
色
で
あ
り
、
縦

一
八
三
・
二
セ
ン
チ
、
横
四
十
八
・
三
セ
ン
チ
の
画
面
に
雪
月
花
の
光
景
が
描
表
装
で

あ
ら
わ
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

雪
月
花
図
は
通
常
、
雪
・
月
・
花
の
画
題
で
そ
れ
ぞ
れ
一
幅
ず
つ
描
か
れ
、
三
幅

対
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
点
、
本
作
品
は
特
徴
的
で
あ
る
。
描
表
装
の
風
帯

と
一
文
字
の
と
こ
ろ
に
花
び
ら
を
、
本
紙
の
な
か
に
は
月
を
付
立
で
ぼ
ん
や
り
と
浮

か
び
あ
が
ら
せ
、
そ
の
月
の
光
が
と
ど
き
得
な
い
上
方
に
胡
粉
で
雪
を
散
ら
し
て
ゆ

く
。
一
幅
に
雪
月
花
の
三
景
を
す
べ
て
入
れ
込
む
と
こ
ろ
が
珍
し
い
作
品
で
、
四
条

派
風
の
筆
致
で
あ
る
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、《
馬
に
馭
者
図
》（
西
本
願
寺
蔵
）。
絹
本
淡
彩
、
縦

四
〇
・
五
セ
ン
チ
、
横
五
十
七
・
〇
セ
ン
チ
の
小
作
品
（
図
十
七
）
で
あ
る
。「
馬
体

の
量
感
を
表
わ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
片
ぼ
か
し
」
の
技
法
は
、
円
山
・
四

条
派
に
通
有
の
も
の
で
あ
」（
註
二
十
一
）
り
、
四
条
派
の
筆
致
は
前
掲
の
《
雪
月

花
図
》
と
同
様
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、
日
華
の
作
品
と
し
て
は
高
野
山
に
所
蔵
さ
れ
る
《
山
水
図
襖
》
が

確
認
で
き
る
。「
画
風
は
一
種
文
人
画
的
雰
囲
気
が
あ
」
る
作
品
で
あ
る
（
註

二
十
二
）。

　

以
上
が
現
時
点
で
の
日
華
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
（
補
注
）。

　

日
華
の
作
品
に
、
四
条
派
の
筆
致
と
文
人
画
の
筆
致
が
混
在
す
る
こ
と
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
八
章
で
詳
述
す
る
。
少
な
い
情
報
な
が
ら

も
、
画
帖
に
お
い
て
は
岸
駒
、
円
山
応
瑞
、
原
在
中
、
松
村
景
文
、
横
山
華
山
な
ど

と
い
っ
た
当
代
き
っ
て
の
画
家
等
と
肩
を
並
べ
作
品
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
東

本
願
寺
再
建
に
向
け
頭
取
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
掲
の
記
事

の
み
な
ら
ず
、
遺
さ
れ
て
い
る
画
業
に
お
い
て
も
日
華
の
評
判
は
確
か
な
も
の
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
掲
の
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑
』
に
は
第
三
章
で
後
略
し
た
部
分
に
、

日
華
が
存
命
中
の
「
文
政
の
比
の
聞
書
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
話
が
載
る
。

　
　

�

今
京
都
の
畫
家
、
景
文
、
豊
彦
を
以
て
第
一
と
す
、
岸
駒
高
名
な
れ
ど
も
、
田

舎
他
國
に
行
は
れ
て
、
都
下
に
て
は
、
景
豊
の
二
人
を
賞
す
、
景
文
は
月
渓
の

弟
に
て
、
専
ら
兄
の
畫
法
を
守
り
、
豊
彦
は
月
渓
の
弟
子
に
て
、
近
來
彌
上
達

す
、
淸
暉
は
、
景
文
の
高
弟
に
て
、
筆
意
靜
雅
な
り
、
日
華
は
、
豊
彦
の
高
弟

に
て
、
筆
法
俊
爽
な
り
、
今
日
其
畫
の
扇
面
を
見
せ
ら
る
、
又
日
華
が
松
下
泳

鯉
の
絹
本
を
見
る
に
、
應
擧
に
似
た
り
、
當
時
若
手
の
き
ゝ
者
、
此
二
人
の
由

（
註
二
十
三
）

　

こ
れ
を
読
む
限
り
、
日
華
は
横
山
清
暉
と
肩
を
並
べ
、「
當
時
若
手
の
き
ゝ
者
」

と
し
て
京
の
文
化
人
等
か
ら
一
心
の
期
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
江
戸
後
期
当
時
の
知
名
度
の
高
さ
や
筆
の
確
か
さ
に
比

し
て
、
現
在
遺
る
作
品
数
の
少
な
さ
や
そ
の
経
歴
の
不
明
瞭
な
こ
と
、
研
究
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
近
代
に
入
っ
て
急
激
に
そ
の
存
在
が
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た

と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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五
　
日
華
の
師

　

日
華
の
画
業
は
ど
こ
か
ら
発
し
、
ど
こ
へ
通
じ
て
い
っ
た
の
か
。
日
華
の
師
は
岡

本
豊
彦
で
あ
っ
た
。

　

豊
彦
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
備
中
国
窪
屋
郡
水
江
村
（
現
倉
敷
市
）
で
生

ま
れ
て
い
る
。
没
し
た
の
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）、
日
華
の
没
年
と
同
じ
年

で
あ
っ
た
。
本
来
、
師
の
画
風
や
、
そ
の
教
え
を
、
受
け
継
い
で
ゆ
く
べ
き〝
高
弟
〟

日
華
が
師
と
同
年
に
没
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
豊
彦
研
究
の
側
面
か
ら
も
も
っ
と
語

ら
れ
て
よ
い
。
十
七
回
忌
の
折
、
弟
子
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
墓
碑
銘
に
よ
っ
て

豊
彦
は
七
月
十
一
日
に
没
し
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
が
、
日
華
の
命
日
は
判
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ど
ち
ら
が
先
に
亡
く
な
っ
た
の
か
い
ま
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な

い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
が
、
豊
彦
画
風
ひ
い
て
は
四
条
派
の
混
迷
へ

と
繋
が
っ
て
ゆ
く
理
由
の
ひ
と
つ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

美
術
史
家
脇
田
秀
太
郎
氏
が
発
表
さ
れ
た
論
文
「
岡
本
豊
彦
傳
の
研
究
」
冒
頭
に

お
い
て
「
初
期
四
條
派
の
重
鎮
岡
本
豊
彦
の
傳
歴
は
從
來
甚
だ
粗
略
で
未
だ
詳
細
は

知
ら
れ
て
ゐ
な
い
様
だ
」（
註
二
十
四
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
豊
彦
に
関
す
る

研
究
も
、
日
華
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
未
だ
多
く

存
在
す
る
。

　
「
重
鎮
」
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
詳
細
が
判
然
と
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
氏
は
、

豊
彦
が
庶
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
早
く
に
郷
里
で
あ
る
岡
山
を
出
て
京
都
へ
と
移
り
住

ん
だ
こ
と
、
豊
彦
の
実
子
が
皆
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
て
お
り
、
養
子
に
し
た
子
も
、

絵
は
描
い
た
が
地
方
遊
歴
の
の
ち
金
澤
で
客
死
、
次
第
に
家
系
が
逼
塞
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
氏
の
述
べ
る
通
り
確
か
に
「
家
庭
的
に
は
惠
ま
れ
」（
註

二
十
五
）
て
い
な
い
。

　

日
華
の
ほ
か
に
も
塩
川
文
麟
や
柴
田
是
真
な
ど
豊
彦
の
弟
子
は
数
多
く
い
た
が
、

画
派
と
し
て
ま
こ
と
の
一
家
を
成
す
に
は
、
そ
れ
と
は
別
に
〝
血
筋
〟
が
も
の
を
云

う
こ
と
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。近
世
初
期
に
お
い
て
狩
野
派
が
、

弟
子
や
養
子
に
よ
る
画
派
の
拡
大
よ
り
も
ま
ず
〝
血
筋
の
存
続
〟
に
あ
れ
ほ
ど
心
を

砕
い
た
の
は
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

豊
彦
の
略
歴
に
関
し
て
は
、
脇
田
氏
に
拠
る
と
豊
彦
が
地
元
備
中
で
黒
田
綾
山

（
一
七
五
五

－

一
八
一
四
）
門
下
に
入
門
し
た
の
が
二
十
歳
前
後
、
す
な
わ
ち
寛
政

頃
の
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
豊
彦
は
文
人
画
を
学
ん
だ
。
京
都
に
赴
い
た
の
が
そ
の

四
、五
年
後
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
父
の
死
去
が
き
っ
か
け
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
際
、
新
た
に
叩
い
た
の
が
、
当
時
円
山
派
を
「
再
変
」（
註
二
十
六
）

さ
せ
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
呉
春
（
一
七
五
二

－

一
八
一
一
）
の
門
で
あ
っ
た
。

　

呉
春
の
住
居
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
京
都
の
四
条
東
洞
院
に
居
を
構
え
、
呉
春
の
編

み
出
し
た
新
た
な
筆
致
を
学
び
始
め
る
の
で
あ
る
。

　

豊
彦
の
筆
致
は
、
備
中
で
学
ん
だ
綾
山
の
文
人
画
風
が
呉
春
の
瀟
洒
な
画
風
と

混
ざ
り
あ
う
作
風
で
あ
る
。
呉
春
の
系
統
を
多
い
に
含
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は

ま
た
異
な
る
〝
豊
彦
風
〟
と
も
い
う
べ
き
絵
画
は
、「
其
画
ヲ
請
モ
ノ
夥
シ
」（
註

二
十
七
）
と
さ
れ
、
当
然
な
が
ら
そ
の
画
風
を
後
世
へ
と
繋
げ
て
ゆ
き
た
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
確
か
に
、
豊
彦
は
そ
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
、
自
ら
の
号
を
付
し
た

「
澄
神
社
」
と
い
う
画
塾
を
開
い
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
日
華
は
、
そ
の
「
澄
神
社
」
の
筆
頭
弟
子
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
継

者
と
な
り
弟
子
を
育
て
て
ゆ
く
こ
と
は
定
ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
華
は

豊
彦
と
同
年
に
死
去
し
た
た
め
そ
れ
は
叶
わ
ず
、
澄
神
社
の
そ
の
後
の
状
況
は
い
ま

だ
判
然
と
し
な
い
。

　

し
か
し
、
豊
彦
に
も
弟
子
は
多
く
お
り
、
さ
ら
に
日
華
に
も
弟
子
が
い
た
。で
は
、
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彼
ら
は
い
か
に
し
て
豊
彦
や
日
華
の
画
風
を
遺
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
　「
九
峰
堂
画
譜
」

　
「
九
峰
堂
画
譜
」
と
名
付
け
ら
れ
た
一
帖
の
画
譜
が
存
在
す
る
（
国
立
国
会
図
書

館
蔵
）。「
九
峰
堂
」
と
は
日
華
の
別
号
で
あ
る
。
本
画
帖
は
、
日
華
の
弟
子
で
あ
っ

た
池
田
九
華
（
一
八
〇
九

－

一
八
八
一
）
と
い
う
画
家
が
、
師
・
日
華
の
没
後
に
生

前
の
作
品
を
纏
め
編
纂
し
て
い
る
。本
画
帖
は
、
前
掲
中
谷
氏
の
資
料
紹
介
論
文「
田

中
日
華
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》」
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

縦
三
〇
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
九
・
二
セ
ン
チ
、
二
巻
揃
で
版
本
の
画
帖
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
表
紙
に
「
九
峰
堂
画
譜　

乾
」「
九
峰
堂
画
譜　

坤
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
簽

が
貼
紙
さ
れ
て
い
る
。
乾
巻
・
坤
巻
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
図
が
収
載
さ
れ
る
。
見
返
し

に
は
「
九
峰
堂
畫
譜　

加
賀　

一
丘
斎
蔵
板（
朱
文
方
印
「
九
華
」）」
と
墨
書
さ
れ
、

一
丁
表
か
ら
二
丁
表
ま
で
序
文
が
付
さ
れ
る
。
序
文
右
上
に
は
白
文
方
印
「
林
忠
正

印
」
が
捺
さ
れ
、
林
忠
正
（
一
八
五
六

－

一
九
〇
六
）
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

収
載
さ
れ
た
絵
の
画
題
は
、
後
述
の
序
文
に
み
ら
れ
る
〝
山
水
人
物
花
卉
禽
蟲
倶

に
在
り
〟
と
い
う
言
葉
の
通
り
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

　

鴨
川
の
ほ
と
り
と
思
わ
れ
る
場
所
で
の
夏
の
景
（
図
十
八
）
や
、
鯉
（
図
十
九
）

な
ど
が
い
ず
れ
も
四
条
派
風
の
筆
致
で
描
か
れ
る
。
例
え
ば
、（
図
二
十
）
は
、
水

面
の
表
現
や
海
老
を
描
い
た
軽
く
細
い
線
の
動
き
が
本
論
文
で
紹
介
す
る
《
蜘
蛛
の

曳
舟
図
》
の
雰
囲
気
と
通
有
す
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
《
馬
に
馭
者

図
》（
図
十
七
）
な
ど
は
、
本
画
帖
坤
巻
に
収
め
ら
れ
た
絵
（
図
二
十
一
）
と
姿
態
、

筆
致
な
ど
類
似
点
が
多
く
あ
る
こ
と
、
図
二
十
二
に
お
い
て
応
挙
や
蘆
雪
の
描
く
子

犬
図
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
日
華

が
四
条
派
の
血
を
師
・
豊
彦
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

九
華
は
、
こ
れ
ら
の
絵
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

九
華
の
志
が
友
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
序
文
、
そ
し
て
九
華
が
自
ら
自
身
の
思
い
を

記
し
た
跋
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

以
下
、
序
文
の
翻
刻
を
試
み
る
と
、

　
　

平
安
田
中
日
華
夙
以
丹
青
名
於
四
方
。

　
　

甞
有
善
畫
譜
之
志
不
果
而
。

　
　

没
後
数
年
其
門
人
池
田
九
華
譜
日
華
平
生
所
畫
而
刻
之
於
。

　
　

我
金
澤
頃
者
携
来
請
序
余
。

　
　

展
覧
之
山
水
人
物
花
卉
禽
蟲
倶
在
焉
。

　
　

其
温
雅
則
如
廟
堂
君
子
嬌
麗
則
如
深
閨
處
女
。

　
　

而
其
縦
横
則
比
武
庫
之
兵
。

　
　

固
足
傳
一
家
之
規
模
於
百
年
矣
。

　
　

九
華
之
挙
可
謂
善
継
人
之
志
也
。

　
　

抑
思
。

　
　

癸
卯
之
夏
余
遊
京
師
也
。

　
　

因
九
華
見
日
華
於
鴨
納
之
水
楼
。

　
　

時
不
面
数
旬
炎
熱
興
今
夏
同
流
金
礫
石
。

　
　

俯
仰
十
餘
。

　
　

年
如
一
夢
。

　
　

為
之
悗
然
乃
不
可
不
序
焉
。
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但
苦
熱
不
能
構
文
。

　
　

思
漫
書
一
言
而
應
其
請
需
。

　
　
　
　

安
政
丙
辰
六
月
晦
書
於
棕
樹

　
　
　
　

東
窓
菊
礀
高
澤
達　

　
　
　
　

友
人　

蘭
崖
屈
雅
録　

　

と
な
る
（
註
二
十
八
）。

　

安
政
丙
辰
六
月
晦
日
、
つ
ま
り
安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
に
こ
の
序
は
書
か
れ
て

い
る
。
日
華
が
没
し
て
十
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

金
澤
の
高
澤
達
の
も
と
へ
、
九
華
が
日
華
の
絵
を
携
え
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

高
澤
達
が
ど
う
い
っ
た
人
物
か
は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
が
、
九
華
の
友
人
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
絵
を
「
廟
堂
君
子
」
に
も
た
と
え
、
そ
し

て
「
深
閨
處
女
」
に
も
た
と
え
、
そ
の
「
温
雅
」
な
る
筆
致
を
「
百
年
に
伝
う
る
に

足
る
」
も
の
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
温
雅
」
な
る
作
品
を
後
世

へ
伝
え
よ
う
と
す
る
九
華
の
「
挙
」
は
「
善
継
人
之
志
」
で
あ
る
と
し
て
称
揚
す
る

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
十
一
行
目
「
癸
卯
之
夏
」
と
は
、
日
華
の
没
す
る
二
年
前

の
こ
と
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
つ
ま
り
こ
の
年
に

高
澤
達
は
京
都
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
際
九
華
や
日
華
と
ま
み
え
た

こ
と
を
懐
か
し
げ
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
跋
文
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
九
華
が
自
ら
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

平
安
日
華
大
人

　
　

あ
し
た
に
硯
に
む
か
ひ

　
　

ゆ
う
へ
に
筆
を
を
さ
め

　
　

雪
月
風
花
に
精
神
を
い
れ

　
　

濃
に
丹
青
を
ほ
と
こ
し

　
　

い
き
と
し
い
け
る
も
の
ゝ

　
　

風
色
姿
情
富
に
あ
ら
は
し
お
け
る
も
の

　
　

一
度
に
え
（
彫
）
り

　
　

そ
の
中
の
お
ほ
い
な
る
も
の
ち
い
さ
き
物
を
省
き

　
　

萬
か
一
を
梓
に
え
（
彫
）
り
て

　
　

う
ひ
（
初
）
学
の
た
ち
（
太
刀
）
の
一
助
に
も
と
は
か
（
図
）
る

　
　

は
た
喜
撰
法
師
か
歌
の
こ
と
く

　
　

只
世
を
宇
治
山
の
ひ
と
く
さ
の
み
残
れ
る

　
　

た
く
ひ
に
な
さ
む
は

　
　

い
と
惜
き
も
の
か
ら
を
し
む
あ
ま
り

　
　

か
く
も
の
し
は
べ
る

　
　
（
カ
ッ
コ
内
筆
者
註
）

　

九
華
が
い
か
に
日
華
の
画
業
を
崇
敬
し
て
い
た
か
が
窺
え
る
跋
文
で
あ
る
。
本
画

帖
の
編
纂
事
業
は
、
師
が
「
精
神
を
い
れ
」
て
も
の
し
た
絵
を
「
宇
治
山
の
ひ
と
く

さ
」
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
非
常
に
惜
し
み
、「
う
ひ
学
の
た
ち
の
一
助
」
と
な
る

こ
と
を
願
っ
た
九
華
の
一
心
の
「
挙
」
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
池
田
九
華
と
は
ど
の
よ
う
な
画
家
で
あ
っ
た
の
か
。
美
術
史
学
的
に
は
ほ
と

ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
が
調
べ
た
現
時
点
で
の
結
果
を
報
告
す
る
。
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七
　
池
田
九
華
の
人
物
像

　

九
華
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
か
ら
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
を
生
き
た
画

家
で
あ
る
。
生
ま
れ
は
石
川
県
の
真
ん
中
辺
り
に
位
置
す
る
津
幡
町
能
瀬
で
あ
り
、

こ
こ
は
古
く
か
ら
能
登
と
加
賀
を
繋
ぐ
交
通
の
要
所
と
し
て
文
化
的
に
も
発
展
し
て

き
た
土
地
で
あ
る
。

　

九
華
は
そ
の
よ
う
な
地
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
池
田
周
平
貞
勝
で
あ
り
、
彼
の
生

業
は
医
者
で
あ
る
。
し
か
し
幼
い
こ
ろ
よ
り
俳
諧
や
絵
に
親
し
み
、
京
へ
上
っ
て
日

華
に
学
び
、
つ
い
に
は
晩
年
故
郷
に
て
画
塾
を
開
く
ほ
ど
の
画
人
と
な
っ
た
。
号
は

師
・
日
華
の
一
字
を
頂
い
た
九
華
の
ほ
か
に
、
美
国
画
史
、
一
丘
斎
が
あ
る
。『
津

幡
町
史
』（
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
と
、「
大
小
屋
旦
那
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
九
華
の

実
家
の
敷
地
は
広
く
、
酒
を
好
み
、
能
瀬
の
自
然
と
戯
れ
な
が
ら
絵
筆
を
と
っ
て
い

た
ら
し
い
（
註
二
十
九
）。

　

九
華
の
絵
に
は
や
は
り
四
条
派
風
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
文
人
画

風
、
狩
野
派
風
、
さ
ら
に
は
大
津
絵
風
の
も
の
ま
で
こ
な
し
、
そ
の
画
技
が
広
範
囲

に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
致
だ
け
で
な
く
画
題
に
お
い
て
も

『
郷
土
の
画
人　

池
田
九
華
展
』（
一
九
九
〇
年
）
図
録
解
説
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、「
花
鳥
、
山
水
図
の
ほ
か
大
黒
天
、
お
多
福
」
そ
し
て
「
雀
」
を
と
り
わ
け

好
ん
だ
よ
う
で
あ
る
（
註
三
十
）。
こ
れ
ら
の
画
題
は
「
九
峰
堂
画
譜
」
に
も
収
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、「
お
多
福
」
や
「
大
黒
天
」
な
ど
と
い
っ
た
画
題

は
日
華
が
好
ん
だ
画
題
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
九
華
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
日
華
と
九
華
の
関
係
性
の
深
さ
が
窺
え
る
事
例
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
九
華
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
は
、
四
曲
一
双
の
《
倶
利
伽
羅
合
戦

図
屏
風
》（
倶
利
伽
羅
神
社
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
津
幡
町
に
あ
る
倶
利
伽
羅

峠
で
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）、
源
義
仲
軍
と
平
維
盛
軍
と
が
衝
突
す
る
と
い
う
、

有
名
な
合
戦
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
が
綿
密
に
描
か
れ
る
（
註
三
十
一
）。

　

こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
九
華
の
作
品
群
を
み
て
も
、
そ
の
画
業
の
幅
広
い
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
ひ
と
え
に
、
師
で
あ
る
日
華
の
教
え
と
、
そ
れ
に
対
す
る
尊
敬

の
念
が
窺
え
よ
う
。
し
か
し
、
九
華
が
画
譜
を
編
纂
し
た
理
由
は
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う

か
。

　

九
華
が
、
日
華
の
画
譜
を
編
纂
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
考
え
る
に
つ
け
、
日
華
へ

の
敬
愛
と
と
も
に
、「
九
峰
堂
画
譜
」
に
九
華
が
記
し
た
跋
文
の
言
葉
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

跋
文
を
再
び
見
返
す
と
、
彼
は
そ
の
最
後
で
、

　
　

い
と
惜
き

0

0

も
の
か
ら
を
し
む

0

0

0

あ
ま
り

　
　

か
く
も
の
し
は
べ
る
（
傍
点
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
気
づ
く
こ
と
は
、「
惜
し
い
」
と
い
う
言
葉
の

く
り
返
し
で
あ
る
。
そ
の
前
に
書
か
れ
る
「
宇
治
山
」
と
は
、
小
倉
百
人
一
首
第
八

番
に
収
め
ら
れ
る
喜
撰
法
師
作
「
わ
が
庵
は
都
の
辰
巳
し
か
ぞ
す
む
世
を
宇
治
山
と

人
は
い
ふ
な
り
」
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
日
華
が
日
々
精
神
を
込

め
て
施
し
た
絵
が
「
宇
治（
憂
し
）山
の
ひ
と
く
さ
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
の〝
惜

し
さ
〟
を
力
強
く
述
べ
て
い
る
。

　

九
華
が
こ
の
画
譜
を
編
纂
し
た
一
番
の
意
図
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
日
華
没
後
十
一
年
を
経
て
完
成
を
み
た
こ
と
は
、
こ
の
間
に
興
っ
て
き
た
画
壇

の
小
さ
な
変
化
が
原
因
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
と
き
す
で
に
、
日
華
の
功
績
が
、「
宇
治
山
の
ひ
と
く
さ
」
と
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な
り
か
け
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
可
能
性
、
も
し
く
は
そ
れ
に
対
す
る
一
抹
の
危
機

感
が
九
華
の
心
の
な
か
に
生
ま
れ
か
け
て
い
た
可
能
性
が
想
起
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

八
　
豊
彦
と
日
華
、
四
条
派
の
動
向

　

で
は
、
ど
う
し
て
、
日
華
の
存
在
が
こ
こ
ま
で
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
か
。
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
日
華
の
画
蹟
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
日
華
の
画
力
の

至
ら
な
さ
と
い
う
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
、
日
華
の
作
品
に
四
条
派
風
と
文
人
画
風
が
混
在
す
る
こ
と
を
第
四
章
で

指
摘
し
た
。

　

豊
彦
や
日
華
に
関
し
て
判
明
す
る
伝
歴
が
、
脇
田
氏
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
甚
だ

粗
略
」（
註
三
十
二
）
で
あ
る
理
由
は
、
澄
神
社
の
面
々
、
ひ
い
て
は
呉
春
以
降
円

山
・
四
条
派
が
選
ん
だ
道
と
、
当
時
の
時
代
が
求
め
る
も
の
と
の
間
に
溝
が
出
来
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

円
山
応
挙
（
一
七
七
三

－
一
七
九
五
）
は
京
都
の
画
家
で
あ
る
。
応
挙
が
生
ま
れ

た
享
保
年
間
（
一
七
一
六

－
一
七
三
六
）、
美
術
史
学
的
に
も
重
要
な
事
柄
が
二
つ

指
摘
で
き
る
。
一
点
は
吉
宗
に
よ
る
享
保
の
改
革
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
関
連
を
除

く
洋
書
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
洋
書
輸
入
緩
和
に

よ
っ
て
、
西
洋
で
培
わ
れ
て
き
た
実
用
に
お
け
る
理
論
的
な
画
法
が
日
本
既
存
の
絵

画
技
法
の
な
か
に
選
択
肢
と
し
て
含
ま
れ
て
ゆ
く
。

　

も
う
一
点
の
重
要
な
事
柄
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
沈
南
蘋
（
一
六
八
二

－

？
）
が
中
国
か
ら
来
日
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
二
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
沈
南
蘋
は
中
国
的
写
実
主
義
を
標
榜
す
る
明
代
浙
派
の
花
鳥
画
の
流
れ
に
、
さ

ら
に
西
洋
画
の
理
論
的
画
法
の
影
響
を
受
け
た
画
風
を
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼

の
到
着
し
た
長
崎
か
ら
広
ま
っ
て
ゆ
く
。
彼
の
画
風
が
唐
通
事
で
あ
っ
た
熊
代
熊

斐
（
一
七
一
二

－

一
七
七
二
）
を
経
、
宋
紫
石
（
一
七
一
五

－

一
七
八
六
）
や
鶴
亭

（
一
七
二
二

－

一
七
八
五
）
に
よ
っ
て
東
西
日
本
に
広
ま
る
の
は
、
宝
暦
か
ら
天
明

に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
絵
画
的
実
証
主
義
（
透
視
遠
近
法

な
ど
を
使
用
す
る
〝
西
洋
の
写
生
〟
＝
写
実
）
が
、
時
代
に
即
応
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
宝
暦
・
明
和
・
安
永
・
天
明
と
い
わ
ゆ
る
田
沼
意
次
の
政
権

へ
と
突
入
し
て
い
る
。
吉
宗
が
享
保
改
革
に
お
い
て
行
っ
た
政
策
が
効
果
を
見
せ
始

め
、
貨
幣
経
済
が
発
展
、
社
会
の
経
済
的
上
昇
が
目
に
見
え
て
進
ん
で
ゆ
く
。
そ
れ

は
医
学
な
ど
の
実
学
の
飛
躍
的
発
展
へ
と
繋
が
り
、
享
保
以
降
天
明
年
間
に
か
け
て

の
市
民
社
会
に
お
い
て
〝
実
証
主
義
〟
が
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が

美
術
表
現
と
な
っ
て
現
れ
た
と
き
、
写
実
あ
る
い
は
写
生
主
義
と
な
ろ
う
。
洋
書
輸

入
緩
和
、
沈
南
蘋
来
日
に
端
を
発
し
た
写
実
主
義
へ
の
昂
揚
と
、
政
権
改
革
に
端
を

発
し
た
実
証
主
義
が
、
ど
ち
ら
も
〝
享
保
〟
と
い
う
時
代
に
始
ま
り
、
宝
暦
以
降
に

な
っ
て
あ
る
程
度
の
完
成
を
み
た
こ
と
は
、
学
芸
と
社
会
が
密
接
に
結
び
付
く
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

社
会
の
動
き
と
同
様
に
、
こ
の
頃
に
は
明
る
く
健
康
的
な
作
品
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
浮
世
絵
も
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
錦
絵
と
し
て
新
た
に
誕
生
す

る
が
、
や
は
り
初
期
の
作
品
は
鈴
木
春
信
を
始
め
と
し
た
快
活
な
作
風
で
あ
る
う

え
、
春
信
没
後
、
北
尾
重
政
や
喜
多
川
歌
麿
に
よ
る
等
身
大
の
姿
を
描
く
画
風
、
人

物
の
動
き
の
一
瞬
を
捉
え
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
的
な
作
品
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。

　

応
挙
は
享
保
年
間
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
を
経
て
成
長
し
て
き
た
応

挙
が
、
実
証
主
義
へ
と
傾
倒
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
時
代
様
相
の
側
面
か
ら
い
え
ば
必
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然
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
同
じ
実
証
主
義
で
あ
っ
て
も
、
応
挙
の
技
法
は
、
西
洋
画
法
を
取
り
入

れ
た
秋
田
蘭
画
や
沈
南
蘋
画
風
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
宝
暦
の

一
時
期
、
応
挙
は
オ
ラ
ン
ダ
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
眼
鏡
絵
を
描
い
て
い
た
が
、
山

川
武
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
奇
趣
を
売
る
玩
具
製
品
と
し
て
の
眼
鏡
絵
と
鑑
賞
絵
画

と
し
て
の
本
絵
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
考
え
て
い
た
」（
註
三
十
三
）。
日
本
へ
流

入
し
た
西
洋
の
写
実
を
素
地
に
、
応
挙
は
〝
写
生
〟
と
し
て
新
た
に
生
み
出
す
こ
と

に
成
功
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
以
後
円
山
派
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
付
立

て
」
や
「
片
ぼ
か
し
」
の
使
い
方
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
ら
の
技
法
は
、
あ
く
ま

で
鑑
賞
者
に
与
え
る
印
象
と
し
て
の
写
実

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
写
真
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
と
印
象
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
は
異
質
で

あ
る
。
そ
の
点
を
応
挙
は
意
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

呉
春
は
文
人
画
か
ら
円
山
派
へ
移
行
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
『
古
画
備
考
』
で

は
「
若
シ
勅
命
等
ニ
ヨ
リ
テ
画
ヲ
ナ
ス
ニ
モ
、
文
人
画
ニ
テ
ハ
其
撰
ニ
入
リ
ガ
タ

シ
」
と
応
挙
に
言
わ
れ
た
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
応
挙

の
画
業
に
お
い
て
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
「
勅
命
」
の
絵
画
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
応
挙
が
幼
少
期
石
田
幽
汀
か
ら
学
ん
だ
狩
野
派
の
基
礎
は
彼

に
と
っ
て
捨
て
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
。
狩
野
派
の
画
技
は
写
生
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
は
写
実
と
は
相
容
れ
な
か
っ
た
。
実
証
主
義
と
い
う
時
代
の

流
れ
に
沿
っ
て
写
生
に
傾
倒
す
る
も
の
の
、
写
実
に
向
か
わ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
理

由
で
、
だ
か
ら
こ
そ
〝
応
挙
風
〟
の
確
立
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　

応
挙
は
天
明
後
半
頃
か
ら
目
を
悪
く
し
、
寛
政
七
年
に
亡
く
な
る
が
、
そ
の
あ
と

を
継
い
だ
の
が
呉
春
（
一
七
五
二

－

一
八
一
一
）
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
初
め
文
人
画
と
俳
諧
で
名
を
馳
せ
て
い
た
与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六

－

一
七
八
四
）に
学
ぶ
が
、
そ
の
蕪
村
が
亡
く
な
る
と
京
に
移
り
応
挙
門
を
叩
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
呉
春
が
師
・
蕪
村
を
亡
く
し
、
応
挙
に
近
づ
い
て
僅
か
六

年
後
に
元
号
が
天
明
か
ら
寛
政
へ
と
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

寛
政
年
間
に
お
け
る
松
平
定
信
に
よ
る
改
革
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
倹
約
令
や

思
想
統
制
、
寛
政
異
学
の
禁
な
ど
を
課
し
社
会
的
不
安
が
増
大
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
洒
落
本
三
部
作
を
著
し
て
処
罰
を
受
け
た
山
東
京
伝
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
学
芸
に
も
大
き
な
影
響
を
伴
っ
て
く
る
。

　

浮
世
絵
の
世
界
に
お
い
て
も
、
健
康
的
な
美
人
を
描
い
た
歌
麿
か
ら
、
文
化
文
政

期
に
花
開
く
渓
斎
英
泉
な
ど
の
退
廃
的
美
人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
時
代
へ
の
移
行
の

時
期
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
も
閉
塞
的
な
画
風
が
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

　

蕪
村
が
没
し
て
六
年
後
に
寛
政
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
七
年
後
に
は
応
挙
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
呉
春
は
漸
く
円
山
派
の
画
風
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
と
こ
ろ

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
は
寛
政
と
な
り
、
も
は
や
社
会
の
流
れ

は
若
干
の
不
安
方
向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
応
挙
の

「
温
雅
」（
註
三
十
四
）な
る
写
生
画
は
時
代
に
即
さ
な
く
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

呉
春
は
、
そ
れ
を
感
じ
取
り
新
た
な
〝
四
条
派
風
〟
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
素
地
に
は
当
然
、
応
挙
に
は
な
い
蕪
村
経
由
の
俳
画
、
文
人
画
の
素

質
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

呉
春
の
編
み
出
し
た
筆
致
は
一
種
手
慣
れ
た
よ
う
な
洒
落
た
軽
妙
さ
を
以
て
、
四

条
派
と
名
付
け
ら
れ
大
流
行
し
て
ゆ
く
。

　

応
挙
の
画
風
を
時
代
精
神
の
変
遷
に
合
わ
せ
展
開
す
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
た

呉
春
は
文
化
八
年
に
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
門
人
に
は
豊
彦
が
い
た
。
呉
春
が
没
し

て
か
ら
豊
彦
の
亡
く
な
る
弘
化
二
年
迄
の
間
、
三
十
四
年
の
間
に
何
が
起
こ
っ
た
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か
。
呉
春
没
後
す
ぐ
は
呉
春
の
筆
致
を
学
ん
だ
画
風
の
需
要
は
多
か
っ
た
と
推
定
で

き
る
が
、
そ
の
わ
ず
か
十
四
年
後
に
は
異
国
船
打
払
令
が
発
布
さ
れ
る
な
ど
次
第
に

開
国
へ
の
雰
囲
気
が
高
ま
り
社
会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
時
期
に
入
る
。
応
挙
の
と

き
と
同
様
、
呉
春
が
「
再
変
」
さ
せ
た
画
風
の
ま
ま
で
継
続
す
る
に
は
難
を
伴
う
。

血
縁
で
一
家
を
成
す
に
は
遅
れ
を
と
っ
た
彼
ら
は
新
た
な
画
風
に
展
開
さ
せ
な
く
て

は
生
き
残
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
浮
世
絵
は
〝
閉
塞
〟
を
逆
手

に
と
り
、
退
廃
的
享
楽
を
醸
し
出
す
美
人
画
を
生
み
出
し
た
。
四
条
派
が
文
人
画
と

の
折
衷
を
試
み
た
の
は
そ
う
い
っ
た
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
豊
彦
も
呉

春
風
を
真
似
た
画
風
か
ら
、
晩
年
に
な
る
に
つ
れ
て
文
人
画
風
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ

く
。

　

し
か
し
、
豊
彦
は
じ
め
四
条
派
が
新
た
に
取
り
入
れ
た
文
人
画
が
、
享
保
以
前
の

文
人
画
と
は
雰
囲
気
を
転
じ
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
論
文
で
山
川
氏
が
指
摘
さ
れ
る

通
り
で
あ
る
（
註
三
十
五
）。
享
保
以
前
の
文
人
画
派
と
し
て
池
大
雅
や
蕪
村
な
ど

と
い
っ
た
画
家
を
挙
げ
る
と
、
彼
ら
の
絵
は
明
る
い
抒
情
に
満
ち
て
お
り
、
文
化
文

政
期
の
浦
上
玉
堂
、
谷
文
晁
な
ど
の
描
く
文
人
的
な
暗
さ
を
表
に
出
す
絵
と
は
、
一

線
を
画
す
。

　

四
条
派
が
取
り
入
れ
た
の
は
、
後
期
文
人
画
風
で
あ
る
。
も
と
も
と
四
条
派
の
根

本
に
は
呉
春
が
学
ん
だ
前
期
文
人
画
、
蕪
村
の
文
人
画
風
が
存
在
し
た
。
そ
れ
を
学

ん
だ
豊
彦
は
し
か
し
若
い
頃
黒
田
綾
山
か
ら
文
人
画
を
習
っ
て
い
る
。
黒
田
綾
山
の

画
風
は
後
期
文
人
画
風
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
時
代
が
寛
政
を
過
ぎ
て
閉

塞
感
が
増
し
て
ゆ
く
な
か
、
さ
ら
に
開
国
前
の
、
よ
り
内
に
こ
も
ら
ざ
る
を
得
な
い

世
情
は
文
人
的
暗
さ
と
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
人
画
が
、
世
情
に
順

応
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
四
条
派
を
担
う
彼
ら
も
順
応
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
後
期
文
人
画
を
学
ん
だ
の
ち
に
四
条
派
へ
と
転
向
し
た
豊
彦
の
経
験
と
も

相
俟
っ
て
、
江
戸
後
期
四
条
派
の
行
末
が
あ
る
程
度
定
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

四
条
派
が
呉
春
の
時
代
か
ら
文
人
画
と
は
縁
の
深
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
豊
彦
が
後

期
文
人
画
と
四
条
派
を
と
も
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
四
条
派
の

進
む
道
を
示
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
呉
春
に
通
有
す
る
、
あ
る

い
は
蕪
村
の
文
人
画
に
萌
芽
を
見
出
す
、
温
雅
で
洒
落
た
明
る
さ
は
消
す
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
四
条
派
を
定
義
づ
け
る
一
番
の
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。
後

期
文
人
画
の
固
さ
や
一
種
の
暗
さ
と
相
容
れ
る
こ
と
は
あ
る
程
度
困
難
を
生
じ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

日
華
は
そ
う
い
っ
た
な
か
で
絵
を
学
ん
だ
。
日
華
の
生
年
は
不
明
だ
が
、
彼
は
文

化
十
一
年
に
は
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
以
前
よ
り
豊
彦
門
下

に
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
呉
春
も
ま
だ
生
き
て
お
り
、
豊
彦
が
四
条
派
を
学

ん
で
い
る
時
代
を
そ
ば
で
見
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
豊
彦
が

四
条
派
か
ら
、
文
人
画
風
を
加
味
し
た
画
風
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
を
間
近
で
見

て
い
れ
ば
、
日
華
に
も
同
様
の
画
風
変
遷
が
見
ら
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
日
華
筆
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》
は
四
条
派
の
筆
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
比
較
的
前
期
に
描
か
れ
た
作
品
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
文
人
画
風
が
加
味
さ
れ
た
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》
よ
り
は
前
に
描

か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

九
　
お
わ
り
に

　

応
挙
は
、
当
時
著
名
な
秀
才
三
兄
弟
の
う
ち
の
一
人
、
儒
学
者
で
あ
り
文
筆
家
で

あ
っ
た
清
田
儋
叟
に
よ
っ
て
「
ソ
ノ
人
タ
ル
モ
温
雅

0

0

愛
ス
ヘ
シ
」（
註
三
十
六
）
と

評
さ
れ
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）。
ま
た
、
日
華
は
「
九
峰
堂
画
譜
」
序
文
に
て
「
其
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温
雅
な
る
は
廟
堂
の
君
子
の
如
く
嬌
麗
に
し
て
則
ち
深
閨
の
處
女
の
如
し
」
と
評
さ

れ
る
。
円
山
派
・
四
条
派
に
と
っ
て
の
〝
温
雅
〟
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　

写
生
主
義
は
開
国
以
降
西
洋
絵
画
の
再
流
入
に
よ
っ
て
再
び
昂
揚
を
見
せ
て
ゆ

く
。「
九
峰
堂
画
譜
」
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
再
び
写
生
派
が
需
要
を
得
始
め
た
頃
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
と
き
ま
で

時
間
を
経
て
、
九
華
は
じ
め
四
条
派
の
門
人
た
ち
は
、
応
挙
や
呉
春
の
根
底
に
あ
っ

た
〝
温
雅
〟
な
る
絵
画
の
永
遠
の
需
要
性
を
感
じ
取
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

九
華
が
「
雪
月
風
花
に
精
神
を
い
れ
」「
風
色
姿
情
富
に
あ
ら
は
し
」
と
跋
に
記
し

た
と
き
、
弟
子
達
の
頭
に
は
日
華
の
四
条
派

0

0

0

の
筆
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
画
譜
に
応
挙
の
犬
に
酷
似
し
た
子
犬
の
絵
や
、
呉
春
風
の
軽
い
写
生
画
が

多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

　

豊
彦
と
日
華
は
そ
の
前
に
没
し
、
写
生
画
の
再
昂
揚
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

彼
ら
が
晩
年
に
工
夫
し
た
文
人
画
と
四
条
派
の
折
衷
様
式
が
振
る
わ
ず
そ
の
存
在
が

忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
安
政
二
年
、
九
華
が
日
華
の
以
前
の
絵
を
集
め
て
画
譜
に
し

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
再
び
日
華
の
〝
温
雅
〟
な
絵
を
、
こ
の
時
代
に
魅
せ
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
九
華
が
跋
に
「
惜
し
き
」
と
二
度
も
記
し
た
の
も
、

そ
う
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

日
華
筆
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》
は
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
日
華
作
品
に
お
い
て

純
粋
な
四
条
派
に
お
け
る
彼
の
力
量
を
示
す
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
。
後
期
文
人
画
派
の
動
向
と
四
条
派
の
行
く
末
を
考
え
る
際
、
豊
彦
、
日
華
、

九
華
の
存
在
は
決
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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房　

一
九
七
五
年
）

三
〇
九
頁

註
八
、	�



日
本
書
画
落
款
大
事
典
刊
行
会
編
『
日
本
書
画
落
款
大
事
典
（
下
）』（
遊
子
館　

二
〇
〇
七
年
）
三
七
六
、三
七
七
頁

註
九
、	�



中
谷
伸
生
「
田
中
日
華
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》」
十
三
頁
下
段
三
行
目
（『
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21　

創
刊
号
』
醍
醐
書
房
、
一
九
九
一
年
）

註
十
、	�



天
保
二
年
「
改
正
京
町
絵
図
細
見
大
成
」（『
慶
長　

昭
和　

京
都
地
図
集
成
』
柏

書
房　

一
九
九
四
年　

所
収
）
八
十
四
頁

註
十
一
、	�

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
修　

京
都
叢
書　

第
三
巻
』（
臨
川
書
店　

一
九
六
九
年
）
所
収　

一
九
四
頁
下
段

註
十
二
、	�

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
修　

京
都
叢
書　

第
二
巻
』）
臨
川
書
店　

一
九
六
九
年
）
所
収　

十
六
頁
上
段

註
十
三
、	�

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
修　

京
都
叢
書　

第
二
十
巻
』（
臨
川
書
店　

一
九
七
〇
年
）
所
収　

三
一
七
頁
上
段

註
十
四
、	�

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会
編
『
新
修　

京
都
叢
書　

第
十
七
巻
』（
臨
川
書
店　

一
九
六
七
年
）
所
収　

二
二
九
頁

註
十
五
、	�

四
条
高
倉
西
入
ル
町
に
住
居
を
置
い
た
呉
春
を
始
め
と
し
て
、
彼
の
弟
子
達
は
多

く
四
条
通
に
面
し
て
居
を
構
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
呉
春
の
一
派
を
四
条
派
と
呼

ぶ
。

註
十
六
、	�

中
谷
伸
生
「
田
中
日
華
《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21　

創

刊
号
』
醍
醐
書
房
、
一
九
九
一
年
）
十
二
頁
下
段
十
三
、十
四
行
目

註
十
七
、	

同
論
文　

十
二
頁
下
段
十
五
、十
六
行
目

註
十
八
、	

同
論
文　

十
二
頁
下
段
二
十
二
～
二
十
四
行
目

註
十
九
、	�

中
谷
伸
生
「
大
口
金
谷
編
『
爾
雅
釈
草
図
』（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）
―
東
ア
ジ

ア
の
本
草
学
・
博
物
学
の
潮
流
―
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21　

十
二
号
』
醍
醐
書

房　

二
〇
〇
五
年　

所
収
）
四
頁
一
、三
行
目

註
二
十
、	

同
論
文　

六
頁
二
十
一
、二
十
二
行
目

註
二
十
一
、	�『
西
本
願
寺
の
秘
宝
』
展
図
録
（
京
都
国
立
博
物
館　

一
九
八
〇
年
）
二
十
六
頁

註
二
十
二
、	�『
高
野
山
障
屏
画
』（
美
乃
美
社
、
一
九
八
〇
年
）
資
料
篇
七
十
七
頁
下
段

十
七
、二
十
二
行
目

註
二
十
三
、	��荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑　

傳
記
上
編
』（
第
一
書
房　

一
九
七
五
年
）

三
〇
九
頁

註
二
十
四
、	�脇
田
秀
太
郎
「
岡
本
豊
彦
傳
の
研
究
」（『
国
華　

六
七
五
号
』
國
華
社　

一
九
四
八
年　

所
収
）
一
五
五
頁
一
行
目

註
二
十
五
、	�同
論
文
一
五
七
頁
十
五
、十
六
行
目

註
二
十
六
、	�清
宮
秀
堅
『
雲
烟
略
伝
』（
玉
山
堂　

一
八
七
四
年
）
所
収　

四
十
四
丁
表　

頼

山
陽
（
一
七
八
一

－

一
八
三
二
）
の
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

註
二
十
七
、	�『
古
今
墨
蹟
鑒
定
便
覧
』
安
政
二
年〈
一
八
五
五
〉（『
近
世
人
名
録
集
成　

第
四
巻
』

（
勉
誠
社　

一
九
七
六
年
）
所
収　

二
三
三
頁
）

註
二
十
八
、	〔
縦
横
〕
天
下
を
経
営
す
る
意
。

	
〔
武
庫
〕
博
学
多
識
の
者
。

	
〔
挙
〕
ふ
る
ま
い
、
行
動
。

	

〔
数
旬
〕
二
三
十
日
か
ら
五
六
十
日
を
指
す
。
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	�
〔

流
金
礫
石
〕
礫
は
鑠
の
間
違
い
か
。
金
を
と
か
し
石
を
と
か
す
ほ
ど
の
酷
熱
の

こ
と
。

	

〔
菊
礀
〕
菊
の
咲
い
て
い
る
谷
川
の
意
。

　
　
（
以
上
、『
大
漢
和
辞
典　

縮
寫
版
』
大
修
館
書
店　

一
九
六
〇
年　

参
考
）

註
二
十
九
、	�『
津
幡
町
史
』（
津
幡
町
史
編
纂
委
員
会
編　

一
九
七
四
年
）
七
二
〇
、七
二
一
頁

註
三
十
、	�

池
田
九
華
展
運
営
委
員
会
『
郷
土
の
画
人　

池
田
九
華
展
』
図
録
（
津
幡
町
教
育

委
員
会　

一
九
九
〇
年
）
一
頁

註
三
十
一
、	「
富
山
新
聞　

朝
刊
」（
北
國
新
聞
社　

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
九
日
付
）

註
三
十
二
、	�脇
田
秀
太
郎
「
岡
本
豊
彦
傳
の
研
究
」（『
国
華　

六
七
五
号
』
國
華
社　

一
九
四
八
年　

所
収
）
一
五
五
頁
一
行
目

註
三
十
三
、	�山
川
武
「
応
挙
／
呉
春
」（『
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
二
十
二
巻
』
集
英
社　

一
九
七
七
年　

所
収
）
一
〇
四
頁　

六
、七
行
目

註
三
十
四
、	�清
田
儋
叟
『
孔
雀
楼
筆
記
』 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

註
三
十
五
、	�山
川
武
「
応
挙
／
呉
春
」（『
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
二
十
二
巻
』
集
英
社　

一
九
七
七
年　

所
収
）
一
〇
〇
頁
二
十
三
～
二
十
七
行
目

註
三
十
六
、	清
田
儋
叟
『
孔
雀
楼
筆
記
』 

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

（
補
注
）

　

�

実
見
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
未
確
認
で
は
あ
る
が
、
日
華
筆
か
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
現

時
点
で
本
論
で
の
記
述
以
外
に
合
作
含
め
十
二
点
存
在
す
る
。

図
版

図
一
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
二
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
三
　
田
中
日
華
筆

　
　
　《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
四
　
田
中
日
華
筆

　
　
　《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分



四
条
派
絵
師
“
田
中
日
華
”
小
考
―
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》
紹
介
を
か
ね
て
―

八
〇
（
143
）

図
五
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
六
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》全
図

図
七
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
八
　
田
中
日
華
筆《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》部
分

図
九
　《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》部
分

図
十
　《
韃
靼
人
狩
猟
図
屏
風
》部
分
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図
十
一
　『
平
安
人
物
志
』文
政
五
年（
一
八
二
二
）刊

図
十
二
　『
平
安
人
物
志
』文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）刊

図
十
三
　『
平
安
人
物
志
』天
保
九
年（
一
八
三
八
）刊

図
十
四
　�

天
保
二
年（
一
八
三
一
）の
五
条
近
辺
地
図（
矢
印
の
先
、右
側
を
下
に
し
て

横
向
き
に
白
抜
き
文
字
で「
不
明
門
通
」と
読
め
る
）

図
十
五
　《
諸
家
京
洛
三
十
六
家
画
帖
》の
内
　
田
中
日
華
筆

図
十
六
　
田
中
日
華
筆《
雪
月
花
図
》



四
条
派
絵
師
“
田
中
日
華
”
小
考
―
《
蜘
蛛
の
曳
舟
図
》
紹
介
を
か
ね
て
―

八
二
（
141
）

図
十
七
　
田
中
日
華
筆《
馬
に
馭
者
図
》西
本
願
寺
蔵

図
十
八
　「
九
峰
堂
画
譜
」乾
巻
　
部
分

図
二
十
　「
九
峰
堂
画
譜
」坤
巻
　
部
分

図
十
九
　「
九
峰
堂
画
譜
」乾
巻
　
部
分

図
二
十
一
　「
九
峰
堂
画
譜
」坤
巻
　
部
分

図
二
十
二
　「
九
峰
堂
画
譜
」乾
巻
　
部
分


